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一
般
質
問

植
條
　
敬
介
（
　
新
　
政
　
会
　
）

藤
川
　
　
亘
（
社
会
民
主
党
議
員
会
）

葛
西
　
吉
弥
（
黎
　
明
）

本
市
財
政
に
つ
い
て

坂
出
市
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
に
つ
い
て

い
じ
め
・
不
登
校
・
児
童
虐
待
の
実
態
に
つ
い
て

　
　
　

人
口
の
減
少
に
伴
い
、
歳
入
の
減
少
は
必
定
で
あ

る
。
将
来
に
わ
た
る
本
市
の
財
源
確
保
の
見
通
し
は
。

　
　  

…
総
務
部
長

　

全
国
的
に
人
口
の
減
少
が
進
ん
で
い
る
中
、
本
市
に
お

い
て
も
、
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
す
。

　

一
般
的
に
、
人
口
が
減
少
す
る
と
、
市
税
収
入
や
地
方

消
費
税
交
付
金
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
歳
入
に
影
響
を
及
ぼ

し
、
一
般
財
源
は
減
少
し
て
い
く
も
の
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

　

人
口
の
減
少
傾
向
は
、
今
後
も
厳
し
い
見
通
し
と
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
行
財
政
改
革

実
施
計
画
を
着
実
に
実
行
す
る
中
で
、
各
種
施
策
や
事
業

の
実
施
に
あ
た
り
、
常
に
コ
ス
ト
意
識
を
持
ち
、
経
費
の

縮
減
に
留
意
す
る
な
ど
、
歳
入
・
歳
出
両
面
に
わ
た
り
創

意
工
夫
を
凝
ら
し
つ
つ
、
将
来
的
な
財
政
見
通
し
を
把
握

し
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

答
弁

　
　
　

シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
と
は
、
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
媒
体
を

利
用
し
た
情
報
発
信
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
よ
り
、
坂

出
市
の
認
知
度
を
高
め
、
良
好
な
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
す
る

こ
と
で
あ
る
。
私
は
、
坂
出
市
を
い
か
に
セ
ー
ル
ス
し
て

い
く
か
が
、
今
後
の
市
勢
発
展
の
大
き
な
鍵
に
な
る
と
感

じ
て
い
る
。

　
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
推
進
す
る
た
め
に
、
市
民
の
多
く

の
意
見
を
取
り
入
れ
、
今
年
度
か
ら
で
も
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
指
針
を
作
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
、
市
長
の
考
え
は
。

　
　  

…
市
長

　

本
市
に
新
た
な
活
力
を
作
り
出
し
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
観
光
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
歴
史
・

文
化
な
ど
の
各
分
野
に
お
い
て
、
本
市
の
魅
力
を
市
内
外

に
効
果
的
に
情
報
発
信
す
る
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
展
開
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
坂
出
市
に
「
住
み
た
い
」

「
訪
れ
た
い
」
「
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
た
い
」
と
思
わ
せ
る
強
い

都
市
ブ
ラ
ン
ド
力
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
潜
在
的
価
値
、
歴
史
的
価
値
、
伝
統

美
を
大
切
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
を
顕
在
化

さ
せ
、
生
活
や
心
の
中
に
息
づ
か
せ
、
そ
こ
か
ら
新
し
い

資
源
を
創
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
今
後
、
さ
ら
に
新
た
な

地
域
資
源
を
発
掘
す
べ
く
、
官
民
共
同
で
研
究
・
発
信

し
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
結
び
付
け
て
い
き
ま
す
。

　

ご
提
案
の
あ
り
ま
し
た
協
議
会
の
立
ち
上
げ
や
指
針
の

作
成
は
、
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
推
進
し
て
い
く
上
で
有
用

で
あ
り
、
貴
重
な
ご
意
見
と
し
て
、
今
後
、
十
分
に
調

査
・
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

答
弁

　
　
　

文
部
科
学
省
の
発
表
に
よ
る
と
、
平
成
20
年
度
の

不
登
校
の
児
童
生
徒
は
、
小
学
校
が
約
７
１
２
万
人
の
う

ち
０
・
３
２
％
の
２
万
２
６
５
２
人
、
中
学
校
が
約
３
６

０
万
人
の
う
ち
２
・
９
％
の
10
万
４
１
５
３
人
で
あ
る
。

不
登
校
の
児
童
生
徒
の
う
ち
、
い
じ
め
に
よ
る
も
の
は
、

小
学
校
が
２
・
２
％
の
４
９
８
人
、
中
学
校
が
３
・
１
％
の

３
１
８
７
人
で
あ
る
。
本
市
の
状
況
は
。

　
ま
た
、
本
市
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
認
知
件
数
と
対
応

に
つ
い
て
も
伺
う
。

　
　  

…
教
育
長

　

平
成
20
年
度
の
本
市
の
小
学
校
の
総
児
童
数
は
２
５
８

９
名
で
、
そ
の
う
ち
不
登
校
児
童
は
２
名
で
し
た
。
学
業

の
不
振
、
親
子
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
等
が
原
因
で
あ
り
、

い
じ
め
に
よ
る
不
登
校
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

中
学
校
に
つ
い
て
は
、
総
生
徒
数
１
２
６
４
名
の
う

ち
、
不
登
校
生
徒
は
19
名
で
し
た
。
親
子
関
係
を
め
ぐ
る

問
題
、
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
不
適
応
等
が
、
不
登
校
の
原
因

の
上
位
を
占
め
て
お
り
、
い
じ
め
に
よ
る
不
登
校
が
１
件

あ
り
ま
し
た
。

　

児
童
虐
待
の
認
知
件
数
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年
度
で

52
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
児
童
虐
待
に
早
期

に
対
応
し
、
要
保
護
児
童
の
早
期
発
見
や
適
切
な
保
護
を

図
る
た
め
、
坂
出
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
設

立
し
て
お
り
、
進
行
管
理
会
議
や
個
別
ケ
ー
ス
検
討
会
等

を
随
時
開
催
し
、
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と
、
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
の
活
動
の
継
続
・
強
化
を
行

い
、
児
童
虐
待
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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弁


